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日 時 令和 2年 10 月 27 日（火）18時 30 分～20時 00 分 

会 場 北広島市役所 5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、冨士原委員、亀岡委員、吉田委員、西澤委員、東口

委員、高嶋委員、油㘴委員 

欠席委員 菊地委員 

市出席者 広田子育て支援部長、尾崎子育て支援部次長、河合学校教育課長、大西子ど

も家庭課主査、記内子ども家庭課主査、吉崎学校教育課主査、前原福祉課主

査、花島子ども家庭課主事 

 

 

○事務局   （ 開会挨拶 ） 

 

○会長     お晩でございます。お忙しい中ご出席いただきましてありがとうございます。

第 2 回北広島市子ども・子育て会議ということで本日は子どもの貧困対策計画

素案についてご審議をいただくことになっております。 

 相対的貧困というのは、なかなか見えづらいものでありますので、どのよう

に気づいていくか。声なき声にどのように耳を傾け、支援に結びつけていくか

ということが北広島市においても大切なことだと思っております。皆様のそれ

ぞれのお立場、日ごろからの考えやお気付きの点を、忌憚なくご意見いただき

ながらご審議できればと思っております。少々ボリュームがありますので、ご

意見もいただきながら、スムーズな審議を心がけていきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

それでは先ほど事務局の方からございましたが、皆様のご審議いただく前に

会議の公開について許可をいただけますでしょうか。それから会議録の策定公

表について了承いただくということでいつものように進めさせていただくと

いうことでよろしいですか。 

（ 異議なし ） 

ありがとうございます。それではそのようにこの後のご審議をいただきたい

と思います。早速ですが本日の審議事項を北広島市子どもの貧困対策計画素案

についてということで事務局の方からご説明をお願いします。 

 

○事務局   （ 資料に沿って説明 ） 

 

○会長     ボリュームもありましてなかなかすべてを把握でき兼ねていらっしゃるか

もしれませんがせっかくですので、まず質問ですね。まずご質問ございました

ら、いただきたいなと思いますし、それぞれせっかくですので、余りお時間は

ないんですが、それぞれ日ごろ置かれているお立場からですね、今説明を聞き

ながら気づきとか意見とかございましたら委員の皆様には語っていただいて、

お帰りいただきたいなと思っております。ちょっと整理して時間 1～2 分持ち

別記様式(第 3条関係) 
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たいと思いますので、よろしくお願い致します。 

それではちょっとまだ整理しきれてないところあるかと思いますが、限られ

たお時間ですので今お気付きの点ですね、もしくはこれはと思うことがありま

したら語っていただきたいと思います。 

 

○Ｅ委員    地域で主任児童委員として動いておりますが、実際にはなかなか直接には耳

に入ってこなかったりすることが私の地域は多いです。ただこのヒアリングに

もあったんですが、コンビニに勤めてましてそこにいるとなかなか子どもたち

の割と貧困さとか見えてくることが多く、それを自分の立場からと勤めながら

の立場で見ていると、それをちょっと市役所につなげたこともありましたし、

それで見守りをするということもたまたま中にはあるんですね。やっぱり子ど

もたちの貧困というのがその買い物をしている時とかの様子とか、服装とかす

ごくそれを感じることも多くて、自分が主任児童委員としてなったので、そこ

に気づくさっきの気づきじゃないんですけど、今まで気づかなかったことをそ

の自分が主任児童委員になったということで、とても気づくことが多くなった

かなと思います。あとは、市営住宅の運営委員にも参加してまして、その中で

かなり母子の世帯の公募が多い。確かに子どもが 3・4 人いて部屋が狭いので

公募する。家賃も高かったと以前いたところが。それで募集するとかかってく

るところがかなりの人数がいるということにちょっと最近ちょっと驚いてい

ます。なので、やっぱりここに出ていることと起因しているんだなあというこ

とが最近ちょっと感じているところです。 

 

○Ｆ委員    学童は保護者の方が働いている間、安心して子どもが過ごせる生活の場って

いう事でお預かりしていて、あまりその学習を見るとか、そういう学習の面と

は関係のないと言ってはあれなんですけれども、遊びがメインで学習は宿題を

やるとかその程度ですけれども、近頃ではやっぱりお母さんがお家で見れない

ので学童で宿題をやらせてくださいとか、家庭学習をやらせてくださいって、

声かけてくださいって方も多くてでもなかなか私たちその付きっきりで学習

を見るとか、そういうことはできないので、例えば長期休み中、やっぱり学童

に 1 日いるので、午前中に 45 分程度ですけど、学習の時間があるんです。そ

ういう時にもし学習の事を支援してくださるボランティアの大学生さんとか

そういう方たちが来てくださると少しは学童でもそういう子に学習をできる

機会は提供できるのかなということは感じることがあります。 

 

○会長     やはりその生活の場であるということとやっぱり学習支援をしてくってい

う、そこを同じ場所で両立するというのはなかなかやっぱり難しいということ

ですね。 
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○Ｇ委員    保育園では、小さなお子さん就学前のお子さんがいるということで勉強とか

そのことではないんですけれども、生活全般というのをやっぱり長い時間いま

すので把握することは可能な立場ではあるんですよね。そこで気づきってこと

で言うと健診にはちゃんといっているだろうか予防接種はちゃんと受けてい

るだろうかっていうことは、細かく把握するようにはしていて、健診に行って

いないってなったときにちょっと声をかけてみて、どうしていけないのかなと

か、いろんなことを総合的に見たりして声をかけるようにはしているんですよ

ね。気づきって部分でいうと、直接保育園だけではなくって直接子どもと接す

る場にいる人、そういう人たちが小さな気づきはあると思うんですけれども、

それを発信する場所がなければいけないのかなという時々思うんですよね。な

ので直接の子どもに接する機会がある人同士が、地域ごとでもいいですので話

をする場とか、機会とか、そういうのがあるとせっかく相談する場所があった

りとか整っているところが、そこにつなげられないということになるので、つ

なげる機会になると思うので情報交換みたいな形で、できたらいいのかなとい

うふうに感じます。 

それと働いている親御さんばっかりということで保育園は、相談する場所が

もしこうゆうところに相談行けるよっていうふうにアドバイスすることもあ

るんですけれども、そうなると空いている時間に行けないというのを「なかな

か行けないのよね、休みはとれないのよね。うん、だから先生に相談してるの。」

っていう感じで言われることもあるので、空いてる時間っていうとやっぱりフ

ルタイムで働いている人だと、例えば役所だと空いてる時間には行けないです

し、休みも取れないので土日だったりとか、夜間だったりとかそんなふうな時

間に相談できるっていう日があったらいいのかなというふうには思います。 

 

○会長     1 つはやはりその気づき、今回この審議の中でキーワードとしては気づきっ

ていう言葉がやっぱり大事なんだろうなというふうに思っております。委員の

皆さんも感じていらっしゃると思うんですが 1 つは気づきの共有っていうか

そこからどうつなげていくかっていうことを、今お話しいただいたかなと思う

ですね。共有してどうつなげていくかってときに、例えば行政サービスという

ことになると今委員の方からお話あったように皆仕事して忙しいですから、日

中行政サービス受けるってことはなかなか難しいとなったときに、今の言葉を

お借りすれば夜間だとか休日だとか、基本的に役所がやっていないその時間帯

をどういうふうに活用していくかとって、どういう形でそれを受けていくのか

っていう課題を今お話しいただいたかなというふうにお聞きしております。あ

りがとうございます。 

 

○Ｈ委員    アンケート中の保護者の心の健康状態っていうのと、子どもの心の健康状態

というところを見ていてその内容的に保護者の方はいくつかの段階がなんて
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いうのか、質問する心の状態に関する質問があってのその段階、回答したもの

によっての段階の区分けをしているようなんですが子どもの心の健康状態と

いうところではそれの記載がなくて子ども自身に健康ですかって聞いたら「健

康です。」って答えるかなと思うんですよね。よっぽど深い悩みを抱えてない

限り。そういった時にこの保護者のような感じで、いくつかの質問事項があっ

たなかで健康だと思っている子どもが「あれ？実はちょっと何かあるかな。」

っていうところもわかるような、質問の仕方というか回答の回答の出し方とい

うかそういうのがあるとまたいいのかなというふうに思ってみてました。 

 

○会長     今後のことも含めてだと思うんですけど、やっぱり子どもの健康っていうの

はすごく大事なところですので、やはり今お話しいただいたなかでというと、

やっぱり学習支援の話、それからもちろん経済的な支援があるわけなんですけ

ど、居場所・学習支援そして健康であること。そこに対しての気づきというこ

とどういう形で街のなかで市の中で、こうシステム化していくかというのが今

課題なのかなと思います。 

 

○Ｄ委員    幼稚園ですけども、北広島は公立の幼稚園がないということで全部私立とい

う中で幼稚園経営しておりますけども、そういった中で、以前は幼稚園に行っ

てる家庭というのは、裕福なんでしょうっていうイメージがあったかと思いま

す。ただ昨今のその子育て支援ではないんですけども、いろいろな支援があり

まして、どの家庭でも平等に教育保育を受けれるというような状況がつくられ

てきておりますので、そういった中でいろいろな家庭のお子さんが幼稚園に来

ているというのも現状である中で、裕福な中にもちょっと見過ごしてしまうよ

うなところがあるのかなというのが、今の状態があります。そういった中でも

一人一人にヒアリングするわけじゃありませんが、やはり普段と違うとか同じ

服を毎日着てるとかそういったところは気にかけてはおりますし、また市内の

幼稚園園長会の中でも、この会議の中で起きた事案等については報告としてお

りますので、そういった情報交換はできるんですけども、地域地域における問

題についてはやはりそういう小さなネットワークを持って意識しないと解決

できないのかなというふうにも思います。 

 

○会長     地域でのネットワークそこの重要性ということですね。 

 

○Ｃ委員    相談先を知らない割合が多いんだなっていうのをすごく結果に思いました。

そのひとり親の方に限らず、そうじゃない方にもいろいろな北広島でいろんな

サービスがあるけれども、知られてなければ意味がないっていうのがすごく感

じるので、そこをどういうふうに伝えていったらいいのかっていうのが一生懸

命考えなきゃいけないのかなってその地域全体で考えたらいいのか。私も知ら
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なかったなっていうのがありますし、それぞれのところにあるそういうのがあ

るっていうのがわかるようにしていくことがあったらいいなっていうのが 1

つと、私がいろいろな活動の中で思っているのは助成や給付金があっても手続

の仕方がとっても難しかったり、先ほどどなたかが言ってましたけども保育園

ですね、働いてるお母さんだったり、ひとり親の方はなおさら一人しかいない

中で、手続きに行きたくても日曜日じゃないと動けないとかそういう声はすご

く聞くんですよね。なのでこういう補助があるよっていうふうに伝えても、「そ

れどうやったらできますか、日曜日じゃないといけないんですよ。」っていう

ような声は結構聞くのでそこのところはせっかくこの貧困のことに関しても

いろいろな支援策を考えるんだと思うんですけども、そのときにはやっぱり使

う使い勝手っというか、そういうところも合わせて考えていってもらいたらい

いなと。あと書類が難しいとかっていうのは、しょうがない部分もあるかとは

思うんですがその土日手続が出来ないってこととか同じような内容のものだ

けども窓口ちょっと違うのでいつも同じことをしなきゃならないそういうの

は少し精査していってもらいたいなと、日ごろから思っています。 

あとはちょっと突飛というか的外れだと思うんですけど、居場所作りを考え

るときにいろいろな今のここに皆さんのいるようなとことそのほか地域のい

ろいろなことがあると思うんですけども、私は読み聞かせの活動もしているの

で、図書館のフィールドワークも是非何かしら連携してもらったらいいのかな

っていうの日頃から思っていて、お話し会、地域の人としてお話し会をしたり、

地域の図書室のところでは、お名前聞いたり、すごく密な関係になるわけでは

ないんですけれども、よく足を運んでくれる親子さんも地域の人としてすごく

見守っていて、気づきをこうキャッチするという意味ではやっぱりそういう図

書館の役割というのもいつもすごいなと思ってるんですよね。去年、一昨年か

な、そのフィールドワークの勉強会の時に街中司書っていう、大曲の事業を聞

いたんですけれども、そこでは保育園さんに行って図書館にはなかなか借りに

いけないけれども保育園に読み聞かせに行って、その場にお母さんが何冊か借

りて行って、お迎えに行った次のときに返せるとかそういうような使いやすい

内容になっているですよね。そういうのから小学校にも同じ司書さんが行くこ

とでその子達の成長にそって気づくことがあったということ、司書さんもお話

されていてそういうのをどうにかこうつなげていけないのかなっていうのを

感じていました。そういう発信する場があるとそういう方たちにも話も聞ける

のかなっていうふうに思います。 

 

○会長     その行政サービスの時間帯っていう話は、またいただいたんですが、なかな

か頭痛いとこだと思いますけど、その辺どうするかって話と、今回の中出てこ

なかった図書館フィールドワークそういった形で気づきの目ってたくさんあ

った方がいいだろうと思いますので、それもちょっとこの後また検討していた
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だくことが大事かなというふうにお聞きしてます。 

それとやっぱり書類は簡単な方がいいっていうのはありますので、なんか簡

素化できないのかなとそんな話もあるかと思うんですが、今お聞きしててもう

1 つは、インタビューの中に出てきてますが、やっぱりワンストップサービス

ですよね。やっぱりあっち行きなさいこっち行きなさいとか同じものを何回も

書かなきゃいけないってのは、忙しい身で仕事を 3 つもかけ持ちなんて方もい

らっしゃるわけですから、その中でどうなのかなってところをようするに敷居

をどうやって低くするかって話だと思うんですね。相談する部分。その辺のと

ころを改めて意見としてその辺も含めてこの計画の中で、どう実現していくか

ということを考えていかなきゃいけないのかなということが、今ご意見いただ

いたと思っておいております。 

 

○Ｂ委員    たくさんの委員の方が今までおっしゃったこと、共通する部分もあるんです

が、やっぱりキーワードの「気づき」をいろんな立場の方が気づいた時にどう

やってこう吸い上げてもらって、どうやって支援につなげていくかってことの

あたりのネットワークの構築が一番大事なのかなというふうに思って聞いて

いました。学校でのいろいろな気づきがあるんですよね、それをどう吸い上げ

て行くかという。学校は例えば市の教育委員会とかそれから子ども家庭課とか

に相談をするケースが多いんですよね。あと児童相談所また機関といかに連携

して対応していくかというのが近年より求められていて、いろんなその複雑な

家庭とか対応の難しい家庭も増えている。学校現場だけではちょっと難しいと

ころも事案としていろいろあります。その辺の、他機関連携ですね学校現場と

して、そこが一番重要かなと思っています。 

後はですねお子さんの特性もいろんな特性をもった子が今いますので、そう

いったことを相談する例えば市の教育委員会にもＳＳW というスクールソー

シャルワーカーっていう方がいらっしゃるんですけど、市全体としては絶対数

としては少ないのかなという感じがするので、そういった方の増員だったりと

かそういうことも日ごろ現場にいて思うところではあります。あとやはりです

ね、中学校で義務の最後なので思うことはもっと早く対応できたらっていうこ

とは結構あるんですよね。市としては 3 年前から小中一貫教育を取り入れて小

学校と中学校の連携特に学習の部分ではつまずきを早く習得して共有してそ

こをちょっと厚く指導するとかそういったカリキュラムも組んで、もうちょっ

と下の小学校に上がってすぐの段階で結構つまずきますかね、定着に差があっ

たりするので中学校の立場としては幼稚園とか保育園の方と交流する機会っ

ていうのはまったくないので、そういったことも必要なのかなっていうふうに

思って聞いていました。あと今年ですね、コロナ関係で学校現場も非常にニュ

ースとか報道でもいろいろされていますが、やっぱりいまだに学習活動制限し

てやっています。合唱できないとか、理科の実験できないとか、調理実習がで
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きないとか。そういう中で子どもたちの心の中ストレスフルな日々。そういう

のをより相談しやすい体制というかスクールカウンセラーを配置してもらっ

てるんですけど、今年は増員・増時間していただいてるんですけど、それを恒

久的にやってるような対応していただいたら現場としてありがたいなと思い

ます。 

 

○会長     1 つはその連携していくってずっと出てきている話なんですが、気づいてど

う連携するかという、その気づきをどう共有するかって話で、そこからその支

援先をどう結びつけるかということですよね。イメージ図の 1 ですか、25 ペ

ージこれが実際に動くがどうかって話だと思います。今ご意見いただいた中で、

よく連携っていうんですけどその連携連携っていう時に、一番大事なのは誰が

コーディネートしていくのかっていうところなんですよね。ようするに専門職

が集まるわけですから、そこでだれが連携をしていくのかって話になると、今

お話しいただいたように、スクールソーシャルワーカーというのはやはり期待

されているのだろうというふうに思いますので、今回の貧困対策計画の中で、

スクールソーシャルワーカーの増員というようなことが盛り込めるのかどう

かってことは事務局としても検討いただきたいというふうに思います。 

 

○Ａ委員    児童養護施設に勤めておりますけれども、その側面から全体的にちょっと教

えていただきたいのと意見にわたる部分もありますけど、昨日も先生からコロ

ナの話出ましたけど、こうしてコロナの影響による経済不況という現実があり

ますよね。市のほうで子どもの貧困対策という側面から今行なってる施策はお

ありなのか。また今後考えてる施策がおありなのか、まずお聞きした上でそう

いったものがあるとすればそういったこともこの計画に、この近々この計画は

どれを 3 年から 6 年といった計画期間ですけれどもこの全体計画の中に、そ

の現実を踏まえた新しい要素を踏まえたその計画が計画になってるのか、ある

いはそれをもとにまた見直されるのかですね、それを聞きたいと。それと、最

後、成果指標ということでここにお示しになったんですけども現状値が、平成

30 年ということですから計画終年次令和 6 年ということでこの 6 年間の最終

目標値ということで示されてると思うんですけども、そうしたときにいろんな

見方あるんだと思うんですけども、目標値、現状値目標値 6 年間でどこを比較

するぱっと見たときにこれ目標値がちょっと低いんでないかなという、そうい

う印象が最初にあったんですけどもその辺のお考えを教えて頂ければありが

たいです。 

それでこれ今日このように資料を事前にもいただいてますけども拝見して

全体的には非常に大変細やかにいろいろと策定された計画内容だと私は思い

ます。 
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○会長     Ａ委員も今のご質問もそうですし、各委員からそれぞれご意見いただきまし

たので、それを踏まえて事務局の方からお答えできる部分というか回答できる

部分ご説明追加なり、頂きたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○事務局    皆さまのさまざまなご意見等いただきまして、ありがとうございます。今回

17 関係機関に支援者ヒアリングを行わしていただきましたけれどもこの場で

皆様からいただく意見も非常に重要といいますか、鋭い視点で切り込んでいた

だいたものなどありまして、本当に勉強になりました。 

まず皆様からいただいたご意見の感想といいますか、それに対するコメント

を申し上げます。まず 1 つ目は子どもの居場所での学習支援のニーズがありま

す。2 つ目は、気づきがあるだけではダメでそれが沢山のチャンネルがあって

しかるべきであるし、ネットワークできちんと共有される必要があるというこ

と。3 つ目は、行政サービスの部分で夜間、休日、それからワンストップサー

ビスについて、ご意見をいただきましたので、事務局として、参考にさせてい

ただきたいなというふうに思いました。 

次に、Ａ委員の方からいただいたご質問の件なんですけれども、今回のその

コロナ不況に特化した部分での施策というところでは、ひとり親家庭に対しま

して、生活支援ということではなく給付金という形で、国が実施しているもの

に合わせて、市独自でも給付金を支給させていただいたところです。ひとり親

家庭へのそのコロナの生活苦に対する支援ということで今年度おそらく時限

的なものになるとは思うんですけども、こちらをさせていただいておりました。

コロナとは関係なしにというますか、通常の平時の部分でということでなりま

すと、ひとり親家庭への就労支援の部分のメニューですとか、後は今年度から

始めた、ひとり親の中学生の習い事助成というものは継続してやっていく予定

でございます。さらに新規の事業につきましては、現在の予算要望の前であり

ますので、こちらの予算要求と合わせて計画に盛り込むような形になるのかな

というふうに考えております。2 つ目の成果指標の部分につきましては、目標

値ちょっと低くないですかというご指摘でございました。そういったご指摘も

受けるかなというふうには思っていたんですけども、こちらその成果指標です

ね、クリアしていくに当たって施策を今回掲載してるところなんですけども、

今掲載している施策の中でどこまでできるのかなというところで事務局でも、

頭を悩ませているところでございまして、この目標値の部分は、今回あくまで

仮で掲載させていただいたところなのでもうちょっと踏み込めるかどうかっ

ていうのが、新たなその施策との兼ね合いもありますので、もうちょっと検討

したいというふうに思っております。 

 

 

○会長     Ａ委員いかがでしょうか。ほか委員も今の事務局からのお話いかかですか。
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よろしいですか。ちょっと先ほど事務局説明中で、投げかけられた部分まだち

ょっとここで明らかにしてませんので、私の方から皆さんからご意見いただき

まして、1 つはその子ども食堂ですね。居場所ということを考えたり、それか

ら気づきってことを考えたときにボランティアでやっていって今回コロナの

状況ではかなり大変な状況であるっていうのがその北広島市内というより全

国的な話としてあってようするに一緒に食事ができないから、お弁当配布をす

るなんて話になると、今までかからなかった費用がドンとかかってしまって、

運営が立ちいかないわけですね。そんなことも聞こえてきます。特殊な事情に

今なってるとはいいます。ですがその気づきの場所であるし、意識の中には、

子どもの貧困ということで意識されて、そこに対しての支援というイメージが

あるけども、そういうと来づらくなるからやはりユニバーサルというか、いろ

んな方が来ていいですよという地域共生型の食堂というようなかたちの運営

が多いんだろうなというふうに思いますし、そうするとそこに居場所として、

子どもだけじゃなくて保護者の居場所であったり、それからそこからのゆるゆ

る感の中から関係性が出来たときに相談「ちょっとこんなこと困ってるんだよ

ね。」って雑談的な話の中でから出てきて、それをこう支援につなげていくっ

ていう、そういった貴重な場にもなり得るということがわかってきております

んで、子ども食堂に対しての何らかサポート支援っていうのはやはりこの子ど

もの貧困対策イメージ図に入ってますからやはり何らかの形の予算をつける

という形の中で、何ができるのかということはちょっと考えていただきたいな

というのがひとつ。お話からいって盛り込んでいただきたいなというふうに思

います。 

次に追加の質問で、せっかく教育委員会の方々いらしていますので、国はそ

の地域のプラットホームというのが学校って言ってるんですよね。国の貧困対

策としては、学校がプラットホームムなんだ。ようするに気づきの場所なんだ

と、いうことを考えてる。そこに何を求めてるかというと先ほどの委員の皆様

から出てきたスクールソーシャルワーカーがそこでのキーパーソンになって

くるというような考え方なんですが、北広島市としては教育委員会の中で国が

言ってる学校プラットホームするということに関して、どういうご理解とか今

後こういう形で行いたいというふうなお考えがあるのかともこの貧困対策計

画にかなり大事な影響力を及ぼすものと思いますので、ちょっと教えていただ

ければなと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

○説明員    私の方から、ただ今のご質問についてお答えいたします。委員長様の方から

ご指摘がありました、学校はプラットホームだということに関しては、以前か

ら指摘があるところでございまして、学校におきましてはその対策の 1 つの中

で、今ご指摘にありました、SSW といった専門人材を活用した対策づくりが

進められてるとこでありましてスクールソーシャルワーカーもそうなんです
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けれども、あわせてスクールカウンセラーといった専門人材も全国の各小中学

校ですとか、校区に必ず１人つけるということで今進めてるところでございま

す。国の方は、財源を有効活用して全国に一律に配布しょうとはしてるんです

けども教育委員会、そして学校現場の実情としてはですねなかなかお金があっ

ても、使える人材がいないという人材不足も問題視としております。なかなか

活躍できる方がそう簡単に使えない中で、なかなかのそういう施策ばかりが先

行しても有効に使えないという側面もあるところでございます。 

教育委員会としては、一番学校の意見を十分聞きながら、学校における貧困

対策につきましては、就学援助について主管でやっておりますのでそういった

事業を通して、今後も北海道教育委員会等々とも連携して、対策を進めていき

たいと考えております。 

 

○会長     なかなかやっぱり人材ということを語られてるとこでありますので、やはり

北広島市も同じような悩みを抱えているんだなというところですね。お話しい

ただきましてありがとうございました。それでは、委員の皆さんちょっと時間

も過ぎて、私の進め方がまずくて申しわけありませんが、貴重なお時間いただ

いておりますけれども基本的にこの素案については、委員の皆さんご意見いた

だいてる中で基本的にこの形で進めていって、先ほどご意見いただいた部分に

対して盛り込んでいくかどうかの検討をさらにしていただきたいということ

で本日の議案に関してはこの段階でお認めいただく、それに対して修正をつけ

加えていただいていくという形で、進めていいという流れでよろしいでしょう

か。はい、ありがとうございました。ということで今日本当に貴重なご意見あ

りがとうございました。それではその他ということで事務局の方からご連絡等

ございましたらお願いいたします。 

 

○事務局    今後のスケジュールの部分なんですけれども次回は 11 月の下旬に会議を開

催させていただきたいというふうに思っておりまして、その後パブリックコメ

ントを 1 月から 1 ヶ月間行いまして、パブリックコメントが終わったあとに、

こちらはおそらく 2 月になろうかと思うんですけども会議を開催させていた

だきまして、計画決定につなげていきたいというふうに思っております。 

 

○会長     これをもちまして第 2 回北広島市子ども・子育て会議を閉会させていただき

ます。本日はありがとうございました。 

 

 


